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トヨタシステムズ栄オフィス

環境活動レポート

環境に関する経営理念・方針

・私たち (ト ヨタ自動車株式会社およびその子会社 )
は、「 トヨタ基本理念」に基づき、グローバル企業
として、各国・各地域でのあらゆる事業活動を通じて

社会・地球の調和のとれた持続可能な発展に率先して

貢献します。

・生産者の一員として地球環境問題に取組みます

事業所の概要

・ トヨタグループのlTソ リューションをグローバルに

支える事業

・先端技術開発、エンジエアリング分野におけるシス
テム/ソ リューション企画・開発・維持



1目標と実績
(1)目標
温室効果ガス排出量 :前年度比 3%削減

(2)実績 (t―C02/年 )

1               35.85            9.35          73.91%

2具 体 的 な 取 組 内 容      ※別紙 (温室効果ガス排出量計算書)参照

(1)電気使用量の削減
・不要照明の消灯(ト イレ、給湯室等 共用部)
・同上(10 /年 非稼働4フ 回ア執務室エリア)口

(2)ガソリン使用量の削減
・稼働台数適正化
・低燃費車の利用

3日標の達成状況
基準年度に対 し電力は約20%削減、更にガソリン
(1台当たり)は稼働台数の適正化により約47%削減。

エネルギー使用量の削減率

基準年 (令和 1年度)  一昨年 (令和2年度)削減率
電力  1,578.9Kwh    l,248.6Kwh   20.92%
ガソリン 15,115.42      3,765.12     75.09%
※1台当たり51.12(15,115.42/269台 )26.72(3,765.12/141台 )47.75%

基準年度排出量① 排出量実績② 削減率(①‐②/①,



2具体的な取組内容
(1)電気使用量の削減
・不要照明の消灯(ト イレ、給湯室等 共用部)

補足 1

・同上(10 /年 非稼働4フ 回ア執務室エリア)
<レ イアウト>

※黒部分が執務室内での消灯エリア

(2)ガソリン使用量の削減
・稼働台数適正化
・低燃費車の利用
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栄社用車 (稼働台数適正化に伴 う給油量節減 )

稼働台数比 :平均24,6台 に対し11,75台 と半減
給油比 :平均51.13に 対し26.73と 47,75%減
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申 Rl年度給泊量 日園 R2年度給油量 ,― 、Rl年度台数   ―R2年度台数

※低燃費車については別紙参照



お問い合わせ先

事業所名 株式会社 トヨタシステムズ高岳オフィス
住  所  〒 461-0002 名古屋市東区代官町35-16
担  当 山村 海嘉
電    言舌  o52-728-8701
E―mail   mika― vamamura@tovotasvstems.com
※当社の取組を詳 しくお知 りになりたい方は、当社
ホームページをご覧ください

https://www.tovotasystems.com/


